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１．【背景・現状】 マレーシアが抱える二つの課題 

 マレーシアは現在「地域格差」と「食料安全保障」という二つの課題に直面している。私

たちはこのことに着目し、二つの課題を結びつけることで両課題を解決する提案を研究し

てきた。 

 まずマレーシアが抱える「地域格差」について説明する。 

 

図 1                     出典：ＳＮＡ国民経済計算マニュアル 
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図１は 2000年から 2019年までの 20年間のマレーシア国民一人当たりの名目ＧＤＰ数値の

推移を表したものである。2000年の数値は 16,521ＵＳドルであったが、2019年には 46,545

ＵＳドルにまで成長している。この 20年間のＧＤＰ成長率は、マレーシアは約 2.8パーセ

ント、同じ期間での日本のＧＤＰ成長率は 1.1パーセントであった。これらのことを踏まえ

ると、マレーシアが近年日本を超えるような大きな成長を遂げているということがわかる。 

 

図 2                  出典：クアラルンプールスタイル ジェトロ 

図 2はマレーシア全体とマレーシアを構成している１４つの州の 2017年の一人当たりの

名目ＧＤＰを比較したものである。マレーシアの首都であるクアラルンプールの数値は極

端に突出しており、111,321リンギットとなっている。これに対して最も数値の低いマレー

シア半島部東海岸部に位置するクランタン州の数値は 13,593リンギットとなっている。マ

レーシア国内でのＧＤＰで見る地域経済格差は最大で 97,728リンギットであり、クアラル

ンプールのＧＤＰは、クランタン州の約 8.2倍にもなる。 

図１、図２からマレーシアは国としては大きな成長を見せる反面、地域間で大きな経済格

差が生じていることがわかる。 

このような地域格差が生まれた原因としてマレーシアの歴史的背景がある。かつてのマ

レーシアはイギリスからの植民地支配を受けており、その開発の中心となったのはマレー

半島西海岸部であった。当時、そこでの主な労働力は中国人、インド人の移民で補われてお

り、マレー人は農村部で専ら農産物に頼って生活をしていた。このような状況はその後も長

く続き、マレー人の経済水準の向上は見込まれないままであった。それが今日の民族間格差

の発端となり、地域間格差を伴って現れた。そこで、これを根拠としたマレーシア政府はマ

レー人を優遇するブミプトラ政策を発案した。雇用政策としてマレー人が農村部に多く居

住していることから、マレー人の所得の向上を狙いとして彼らに農村部から都市部への移

動を促し、都市部での優先的な雇用機会を与えた。これは、マレー人の経済水準を高め、こ



 

 

れまで中華系やインド系の民族が多くを占めていた政府部門・産業部門での労働者の民族

別構成比の差（民族格差）矮小化につながった。しかし一方で、農村部のマレー人が都市部

へ移動したことで、農村部の労働力の減少に繋がり、結果としてマレーシアの都市部と農村

部との地域間格差を助長することとなった。 

次にマレーシアが抱える「食料安全保障」について説明する。マレーシアの現在の国内自

給率は世界二位という良い傾向にある。しかし、食料自給率の内訳を詳しく見てみると、鶏

肉や魚介類の自給率は 100 パーセントであるのに対し、コメは 70 パーセント、野菜は 66

パーセント、果実は 40 パーセント程度であり、農作物に関しては決して良い数値であると

は言えない。さらに、野菜や果物などの農作物は、未だに中国、シンガポールなどの先進国

からの輸入に頼っている傾向がある。この事実について、マレーシア政府はマレーシアのさ

らなる経済発展のためには、確実に食料を確保し、すべての産業において自給自足を行うこ

とが必須になると述べており、そのためにマレーシアの食品産業を発達させると宣言して

いる。 

そこでマレーシアが抱える「地域格差問題」と「食料安全保障」の双方を解決し、マレー

シアを豊かな国へと、よりよく発展させていくための提案をしようと考えた。 

 

２．【仮説と提案】 「ＣＡＴＣＨプロジェクト」 

私たちは半島マレーシアと海を挟んだ場所に位置する東マレーシアのサバ州に着目した。

サバ州は 2018年時点で人口 390万人とマレーシアの１４の州の中で第 2位の人口の多さで

あるが、マレーシア国内でのＧＤＰ数値は第１１位に留まっている。さらに、2018 年のＧ

ＤＰ成長率は 1.5パーセントと 14の州の中で最下位であり建設業を除いた主な産業の成長

率も低い状況にある。サバ州は州民の所得もあまり高くはなく、マレーシア全体の中での貧

困人口の割合もかなり多い。よって、私たちはマレーシアの州の中でもクアラルンプールと

サバ州の間の地域格差が最も大きいのではないかと考えた。現在のサバ州では豊かな自然

を活かしたプランテーション産業が盛んであり、主軸の産業である天然ゴムやパームオイ

ルなどは需要が高く、マレーシアやサバ州の輸出において重要な役割を担っている。しかし

近年、地球温暖化への影響が問題視されており、環境保護の面でプランテーション産業は継

続しにくくなっている。そのうえ、限られた資源であるためにプランテーション産業を持続

することは難しいと言われている。 

また、マレーシアが今後、世界経済の中心へと成長していくためには安定した食料自給率

の確保も必要になるだろうと考えた。そこで私たちは、これらの問題を解決するために「Ｃ

ＡＴＣＨプロジェクト」という独自のプロジェクトを提案する。ＣＡＴＣＨのアルファベッ

トにはそれぞれの意味がある。ＣはＣｒｅａｔｉｖｅ（独創的な）、ＡはＡｇｒｉｃｕｌｔ

ｕｒａｌ（農業の）、ＴはＴｅｃｈｎｏｌｏｇｉｃａｌ（技術的な）、ＣはＣｏｏｐｅｒａｔ

ｉｖｅ（協力的な）、ＨはＨｏｐｅｆｕｌ（希望に満ちた）という意味である。この理由に

加えて、マレーシアとサバ州の明るい将来をＣＡＴＣＨするという意味も込めた。このプロ

ジェクト名を考えるにあたってサバ州の農業事情や技術、経済事情や産業の成長率など



 

 

様々な面からサバ州やマレーシアの現状を見た。そのうえでサバ州の農産物を活かすとい

う独創的なアイディア・農産業の発達・技術の向上・日本との協力的な農業・希望に満ちた

サバ州の未来の創造、これら５つのことを柱にこのプロジェクトを考案した。 

まず、私たちの提案する「ＣＡＴＣＨプロジェクト」で行うことは、サバ州の広大で肥沃

な土地を活かして食品産業をサバ州の主な産業にすることである。サバ州はこれまで、天然

ゴムやアブラヤシの生産などのプランテーション産業に多くの土地を使用していた。その

ため、それらの広大な土地を食品産業の発展のために活用することが可能である。次に、輸

入された農産物に頼らず、十分な量を国内で生産するための第一歩としてサバ州の確実な

生産体系を確立する。この生産体系を実現することで、マレーシアの食料安全保障を図る。

そして農産物の生産で得た利益を利用して、サバ州の人々の所得の向上を図り、生活状況を

整えることでサバ州の貧困人口を減少させる。 

このプロジェクトでは、日本のような有機農業の技術や栽培方法を取り入れることを計

画している。まず現在日本で行われている有機栽培について説明する。有機栽培とは、化学

肥料や農薬を使用せず、2 年以上経過した健康な土で栽培を行い、遺伝子組換え技術を利用

しないことを基本として、環境への負荷を出来る限り低減した農業生産技術を用いて行わ

れる農業のことである。 

具体的なサイクルを説明する。 

１．人間が食事をする時に出る残飯などを家畜のエサにする。 

２．その糞尿を小動物や微生物が分解して堆肥を作る。 

３．その堆肥が入った土から栄養をもらい、農産物が育つ。 

という流れである。 

また、日本では、有機栽培を行い、有機農産物として認められるには、国で定められたＪ

ＡＳ規格という基準を満たさなければならない。 

ＪＡＳ規格とは、農林水産大臣が制定した「日本農林規格」のことで、品位、成分、性質な

どの品質に関係する基準、生産方法に関する基準が定められています。このＪＡＳ規格を満

たし検査に合格すると、有機ＪＡＳマークをつけることができる。 

次に流通システムについて説明する。まず生産者が出荷団体や集荷業者に育てた農作物

を出荷する。そこから卸売業者に出荷されたり、生産者から卸売業者に直接出荷されたりす

ることもある。そして、卸売市場でせり売りや相対売りなどで売買され、仲卸業者や売買参

加者➝買出人・売買参加者➝消費者 という流れで農作物は動いていく。 

国際的な取り組みとしてグローバルＧＡＰというものがある。 

グローバルＧＡＰとは、農業において環境、経済、社会的持続性があり、安全で品質の良い

食及び食以外の農作物を生産するための取り組みのことである。そのＧＡＰ認証制度をマ

レーシアで行ったものがⅯｙＧＡＰと呼ばれるものである。ⅯｙＧＡＰとはＳＡＬＭ（農業

実践体系）、ＳＡＬＴ（畜産実践体系）、ＳＰＬＡＭ（漁業実践体系）という３つの取り組み

認証制度がまとまったＧＡＰ認証制度であり、有効期間は 2年と定められている。 

認証基準は日本にあるＧＡＰ認証制度よりも比較的取得しやすいが、認証取得のための監



 

 

査や書類手続きといった事務作業に負担が大きいため、2013 年時点でⅯｙＧＡＰの取得農

場はマレーシア国内で 636、野菜農場のたった２％しか取得出来ていないという現状がある。 

現在マレーシアでは、有機農業を実践する農業・畜産・養殖部門を組み合わせたマレーシア

農業者による「ＭｙＯｒｇａｎｉｃ」 という有機認証制度がある。 

これは、2015 年から始まった制度で、日本と同様にマレーシアの農林水産省が設定した

基準を満たした農場にだけ「ＭｙＯｒｇａｎｉｃ認定」という認定が与えられる。2014 年

にマレーシアの法的機関であるＭＡＲＤＩはマレーシアの有機農家による技術の適用度を

調査するためにマレーシア・インドネシア・日本の農家の有機技術を比較した。この調査で

マレーシアの有機農家における技術の適用度は日本やインドネシアの農家に比べて緩やか

であることがわかった。日本は土の上にビニールを張って虫の侵入を防ぐマンチングとい

う技術と肥料の散布に重点を置き、比較的量よりも高品質な作物を作ることを求めている

が、それに対してマレーシアは農業の生産性に影響を与える可能性のある害虫および疾病

制御技術の適用よりも緩衝帯を設置して効率的に作物を作ることを優先させていることが

分かった。 

マレーシアにおいて有機農業という生産方法は、日本よりも発達していない。しかしその

一方で 2010年のマレーシアの法的機関であるＭＡＲＤＩは、その研究においてマレーシア

の消費者の 90パーセント以上がオーガニック製品を知っており、53.8パーセントの人が６

か月に１回以上オーガニック製品を消費していることを明らかにした。この研究結果を見

てわかるように、マレーシア国内での消費者のオーガニック製品に対する関心は高まって

おり、マレーシアでの有機農業の推進には需要があると考えた。 

まず有機農業をサバ州で行うために、品位・成分・性質など有機農産物の「品質に関する

基準」と「生産方法に関する基準」を定める。環境への負荷をできる限り減らした管理方法

で栽培することや、堆肥等で土づくりを行い２年間は化学的肥料及び農薬を使用していな

い土地を作ること、その後も生産の過程で化学的肥料及び農薬を使用しないこと、遺伝子組

み換え技術を使用しないことなどを原則とする。また、安全に作られた農産物であるかの検

査や土の安全性・有害性の調査を行う。そして、基準を満たした農産物や農場には認証を与

え、他の商品やブランドと区別し消費者の方々が安心して手に取ることができるような工

夫を行う。また、今現在でも現地の農園では農産物の適切な栽培方法や環境の管理方法、ま

た化学的肥料及び農薬の人体への害についてあまり多くの知識を持っていない労働者が働

いている。そのため、農場の経営者が化学的肥料や農薬を使って農作物を作っていることが

原因で、その農園で働く労働者の身体に異常が発生したとしても、知識がないために異常が

発生した原因を知ることなくそのまま働き続ける、ということが起こるかもしれない。その

ような状況を改善するために、労働者を対象にした技術や知識指導を定期的に行うことと

した。 

このように、働く人々の環境から良いものに変えていくことが重要であり、これらの取り

組みは農産業の長期持続に繋がっていくだろうと私たちは考えた。 

そして、サバ州はクアラルンプールやマラッカなどの発展している都市が多数存在して



 

 

いる半島部から海を挟んで約１６００キロメートル離れているため、船やトラックを用い

たとしても作物を収穫してから輸送をするまでに、約三日間を要すると予想される。マレー

シア政府は主要な輸出品になり得ることができるために重点を置く作物として、ザボン、ド

リアン、ココナッツ、キャベツ、パイナップル、キノコ、コーヒー、天然ゴム、ハチミツ、

パディを挙げているが、私たちの提案ではサバ州からクアラルンプールやマラッカなどの

都市部までの距離を考慮して、中でも比較的劣化の遅い作物を栽培する。具体的にはドリア

ン、ココナッツ、パイナップル、コーヒー、ハチミツ、パディなどの 6 種類を栽培すること

とする。 

 

３．【検証】 「ＣＡＴＣＨプロジェクト」によって得られるメリットとデメリット 

「ＣＡＴＣＨプロジェクト」で得られるメリットは二つある。一つ目のメリットは、労働・

物流・輸送・マーケティングの４点で働き口が増加することである。現在のサバ州を含む

マレーシア全体の平均年齢は 28.3歳と若い世代の人々が多い。しかし、その現状に対し、

地方には若い世代の需要を満たすほどの魅力的な職業は少ない。「ＣＡＴＣＨプロジェク

ト」で行う有機農業は、マレーシア国内でもこれまで見られなかった新しい取り組みであ

り、将来性という観点からみても大きな期待が見込めるものであると考える。 

このように魅力的な「ＣＡＴＣＨプロジェクト」を行うことで、サバ州が食品産業で栄え

ることができれば、仕事を求めている若者の都市部への流出の防止につながる。これが二

つ目のメリットとしてあげられる。そのうえ、有機農産物の普及により健康志向が高まっ

ているマレーシアの人々のニーズに合った暮らしを提供することができる。 

一方でデメリットもいくつかある。一つ目のデメリットは「ＣＡＴＣＨプロジェクト」

は即効性に欠けるという点である。このプロジェクトは、有機農業を行うための土壌の整

備から始まる。これには最短で二年間かかる。さらに、労働者の有機農業の技術養成や農

作物が安定して収穫できるようになるまでの期間を考慮すると、サバ州の人々の収入向上

や、マレーシアの食料安全確保の実現などの結果を得るまでには長期間の取り組みが必要

となる。もう一つのデメリットは資金の問題である。取り組みに長期間を要するというこ

とは、同じく多額の資金を必要とする。もし「ＣＡＴＣＨプロジェクト」がマレーシア政

府に採用された場合、マレーシア政府より予算が下りる。しかしどの程度予算が下りるの

かを把握することは難しいため、不足分をどう補うかが課題となる。この課題を解決する

ための一つの案としては、クラウドファンディングによる資金収集を考えている。リター

ン（見返り品）にはサバ州の有機農業で栽培した有機農作物を予定している。 

 

４．【「提案」を取り入れなかった場合の未来の予測】  

「ＣＡＴＣＨプロジェクト」のない将来 

現在のサバ州の主な産業である天然ゴムやパーム油のプランテーション産業は持続可能

性における課題があるため継続が不可能であると予想されている。継続することが困難と

なった場合、主産業を失ったサバ州の経済は停滞し、人々の収入や生活の水準の向上は見込



 

 

めない。そして、サバ州は新たな産業を見出すことができずに、ますます都市部との経済格

差が広がることが懸念される。 

また、地域格差や貧困問題を解決することができず、サバ州の治安は悪化し、今後の将来

的な発展は見込めないだろう。 

そのうえマレーシアの食品産業は発展せず、政府の目指す食料安全保障は実現しない。結

果的に、世界経済で戦い抜くことができずにマレーシア全体の経済もまた停滞する可能性

が発生することとなる。 

 

５．【結論】 マレーシアとサバ州の明るい未来 

私たちが考えたこの「ＣＡＴＣＨプロジェクト」を実行すると、第一にサバ州の人々の所

得が向上し、貧困人口が減少する。貧困人口が減少することで人々の生活にも余裕が生まれ、

このプロジェクトの実行を考える上で懸念されていたサバ州の治安の悪さの改善が見込め

る。また、サバ州での安定した食料の生産を確立することで、マレーシア全体の食料安全保

障が実現する。マレーシアの年々増え続ける人口に対応できる十分な食料の生産が可能と

なることはマレーシアにとって大きなメリットになるだろう。そしてその生産の重要な中

心地にサバ州がなることで、サバ州の将来の安定した発展の継続が見込める。 

また、この「ＣＡＴＣＨプロジェクト」を通して、地域の特性を活かした産業が広まれば、

マレーシア国内での地域格差を矮小化することができる。 

 

６．【終わりに】 真の幸せとは… 

これまで私たちはサバ州の貧困人口について、少しでも減少させることが出来ればとい

う思いで研究してきた。今回の研究ではサバ州の貧困を課題として見なしている。しかし、

現地の方が現在の生活に満ち足りており、さらなる変化を望んでいない場合、「ＣＡＴＣＨ

プロジェクト」は現地の人々にとって必要のないものとなる。幸せの価値観は、生まれた地

域の文化や習慣によって一人ひとり異なっている。だからこそ、「ＣＡＴＣＨプロジェクト」

の導入において最も重要なことは、柔軟性であると私たちは考える。マレーシアやサバ州の

現地の人々の意見を尊重しながら、慎重に「ＣＡＴＣＨプロジェクト」を実行に移していき

たい。 
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